外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	


平成２４年　８月２３日(木)　　　司会：木村　裕美　　　記録：佐々木　弘子

	小笠原
	島守
	三浦
	宗像
	菅原
	上野
	木村
	服部
	大谷地
	盛田
	小島

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	○
	○
	業務

	櫻田
	柴田
	川井
	中村
	佐々木（弘）
	高森
	松川
	
	
	
	

	○
	○
	○
	病欠
	○
	年休
	産休
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・8/24(金)13：30～五日市規様　地域復帰支援検討会　（参加予定：木村）

13:15～プレミーティング

14：00～家族面談予定

・8/24(金)11:10～11:40　17:10～17:40　看護グループ内研修　対象：介護中級・上級

　　　　　テーマ「精神疾患からくる生活障害」　講師：藤原百合子Ns

・8/29(水)30(木)の医療機能評価に向け、書類に不備がないか各自受け持ち利用者様の書類を確認する事。

・総務チームより、定期昇給差額明細書配付のお知らせ
【配付日時】8/24（金）12:00～12:20，17:00～17:20
　　　　　　　8/27（月）12:00～12:20，17:00～17:20
　　　　　　　8/28（火）12:00～12:20，17:00～17:20
　【配付場所】青南病院、五福、病院事務職員　　→　病院2階打刻機前
＜利用者様情報＞

・高島吉太郎様～食事摂取量の低下が見られており、1ヶ月で3.5ｋｇの体重減少がある為、昨日、青風荘スタッフが補食となるプリン、カロリーメイト(缶)2本、飲むヨーグルトを購入し、デイナイトの冷蔵庫にて管理している。本日の昼食は、ほぼ全量摂取できているが活気ない様子は続いている。足の痛みがあるせいか、これまで自分で出来ていた配膳も「お願いします」とスタッフに頼んでいる。引き続き、食事の摂取量をみながら、体重が戻るまで間食は続けていくよう青風荘スタッフと話し合う。

・倉石ヨシエ様～昨日、日中を通して活気が見られないため、水分摂取を促し冷水を飲んで頂いている。気温が高いときや食欲が無い時に口当たりの良いものを摂取できるように青風荘で用意できないか検討をお願いしている。また、左手の甲を下げて叩いており、声を掛けると「神様がいたずらして赤くなった。」と話される。腕を下げすぎないように促すと訴えは無くなっている。

・澤口　直美様～昨日午後のプログラム開始時、表情冴えず「具合悪いです。」と話される。頭のぼんやり感と胸苦しさがあるとの事。血圧115/74㎜Ｈｇ　脈拍72回/分　体温37.0℃　自主的に頓服薬を服用し対応している。生理期間ではなく、入浴後でもあったため衣類調整を促している。帰宅時には「少し良くなりました。」と話されている。水分補給と涼しい環境で過ごすよう伝えている。

・八木橋牧雄様～昨日入浴後、顔面から多量の汗が見られるが、顔面が青白くなっている。不調は無くバイタル測定するが異常なし。その後は麻雀をして過ごすが、手指振戦強く、麻雀牌を積み重ねられない程で他者から指摘されている。本人は飲酒について否定している。

・前野　義勝様～昨日、昼食後薬を飲み忘れてしまったことを報告している。夕食後薬もある為、時間をずらして服用するよう伝えている。また、現在禁煙外来を受診しており、以前は1日に10数本煙草を吸っていたが、現在は1日3～4本に減ったと話す。病院の敷地内では喫煙を控えているが、帰宅後にどうしても吸ってしまうとの事。禁煙による苛々感やストレスは無いと話す。本数が減ったことを評価し、徐々に禁煙を目指すよう伝えている。

＜事例検討＞

大下　良悦様（63）　担当医：川端Dr　　主病名：統合失調症　　合併症：なし

【入院歴】

1 H13.12.28～H14.9.8　青南病院

2 H16.3.31～H16.4.7　　〃

3 H17.11.1～H21.8.5　　〃

【治療歴】

· 外来通院、薬物療法

· デイケア利用中・青風荘入居中

現　症

· 自閉・感情鈍磨・意欲減退

· 日中の居眠り

⇒以前は居眠りしていても「眠ってません」と答えていたが、現在は自覚している返答が聞かれる

· 嗜好品を切らしたことをきっかけとする、動作の停止や表情の強張り。動作停止の振り返りには、状態変化の自覚は無い

· メモに固着し、時間にずれた行動が見られる

　　　　⇒ミーティング中やプログラムで居眠りが多く、メモをとる事が少なくなっている

　　　　⇒入浴予定時間通りに行動出来ている事が見られた際は評価している

· 些細な行動の確認と報告

· 単身生活で必要な基本的な事が出来ないから身に付けたい

· 一人暮らしはムリだが、身の回りのことは出来るようになりたい

· 革細工でメガネケースを製作し、本日完成したことをスタッフへ話している

· やりたいことはある様子。カーレースの本が欲しいが一人で本屋へ行けないと話す

【青山荘での様子】

· 長く入居していた利用者様が退所してから、中心になって行動しようとソワソワした様子は見られる。強い口調が見られる時があった。

· スポーツ交流時、終了時間近くまで居眠りしている事がある

· 青明舎の祭りで、女性物の傘やストッキングを購入している。ストッキングは、洗濯ネットに利用できると思い購入したとの事。傘は後日スタッフと購入している。物選びは介入が必要との事。

· 物を捨てたがらない。

利用目的

· 病状の安定を目指す

· 生活能力の向上

目標

長期目標：病状の安定を目指しながら、生活能力の向上を目指す

中期目標：病状の変化に気付き、対処出来るようにする。

プログラムへ積極的に参加する。

短期目標：不安な事や困った事があれば、スタッフへ相談する。

時間に遅れないよう早めの準備と行動を心掛ける。

実施計画

①病状変化（言葉が出ず動きが止まる・小刻み歩行・表情の強張り等）が見られないか観察をする。また、病状変化が見られ次の動作に移れずにいる際は、状況を確認し次の行動へ移れるよう声掛けを行う。

②居眠りをしていたりトイレに行きプログラムに遅れることがある為、予定時間が過ぎていることや遅れないよう声掛けを行う。また、入浴予定時間に合わせた行動が出来ているか観察し必要時介入する。

③プログラム中の居眠りがあったり、活気がみられない場合は、睡眠状況の確認をする。

検討結果

・やりたいことを我慢している可能性もあり、欲しい物があったらスタッフへ声を掛けるように介入する。その際は、青山荘スタッフへも事前に情報提供して行く。行動範囲を広げ、現症である意欲減退への関わりの為、目標の見直しを検討する。

＜外来情報＞

・上久保善郎様～本日、採血施行している。

